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令和2年度 フードバレーとかち人材育成事業 事業報告書（概要版） 

１.事業経緯 

本事業は、平成１９年度～２３年度に実施した「地域再生人材創出拠点の形成『十勝アグリバイオ産業

創出のための人材育成』」の実績を引き継ぎ、平成２４年度より、帯広市・国立大学法人帯広畜産大学の共

同事業として実施している。その目的は、チャレンジ精神等をもって、企業経営、異業種参入、起業化、

地域の経済発展に寄与する「リーダーシップ」を発揮する人材を育成することであり、十勝管内の産学官

金の各機関によって組織された運営委員会が事業を運営している。 

 令和２年度は、ビジネスコース、食品安全管理コース、農業生産者コースの３つに加え、新たに農業経

営者コースを開講した。また、特別講習、修了生フォローアップを実施した。いずれの講習会も Zoom 会

議システムにより実施し、一部の講習会は会場での参加と Zoom による２本立ての開催とした。 

 

① 事業運営体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②研修コースの概要 

コース 概 要 

ビジネスコース 

新事業へのチャレンジや企業活動の効率化、競争力向上に必要な基礎的・応用的知識を習得

することを目的として、基礎編「地域産業活性化に向けた経営論・実習」及び応用編「企業

戦略論・実習」の 2 つのプログラムを実施。 

食品安全管理コース 食品衛生管理に関する知識の習得を目的として「食品有害微生物講習（入門）」を実施。 

農業生産者コース 
農業者、支援団体、農業関連企業のニーズに合わせて開講。 

GAP(農業生産の工程管理）に関するセミナーを実施。 

農業経営者コース 
農畜産業における法人化に伴う事業承継、労務管理等の課題解決に向けて、事例を通したセ

ミナーを実施。 

特別講演・講習 
食・農畜産業に関する最新の話題や技術を紹介するとともに、本事業における取り組みや成

果等を周知することを目的として、広く一般市民を対象としたセミナー・実習等を実施。 

修了生フォローアップ 研修終了後に修了生の事業化や、課題解決の支援。 

 

運営委員会 

事務局 

構成 
十勝管内の産学官金機関： 

（帯広市、帯広畜産大学、十勝総合振興局、とかち財団、帯広商工会議所、 

 北海道中小企業家同友会とかち支部、帯広信用金庫、北洋銀行、 

北海道銀行、北陸銀行、農業･食品産業技術総合研究機構、畜産試験場、 

十勝農業試験場、家畜改良センター） 

役割 
本事業の目標と推進体制の策定・管理および進捗状況と成果の評価、管理を行う。 

構成 
帯広市、帯広畜産大学、とかち財団、北海道中小企業家同友会とかち支部 
役割 
受講生募集・選考、カリキュラム作成、事業運営、予算管理、実施計画ほか 
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２.事業実績 

コース・講習名 実施期間 実施時間 受講料 
募集 

定員 
受講者数 

内社会人 
修了者数 

内社会人 

内学生 内学生 

ビジネスコース 

 

地域産業活性化に向けた経営論 
R2.6.30～ 

R2.8.11 
約 3 時間×8 講 20,000 円 10 名 18 名 

  8 名 
17 名 

 8 名 

 10 名  9 名 

企業戦略論 
R2.10.6～ 

R2.12.1 
約 3 時間×8 講 20,000 円 10 名 12 名 

  5 名 
12 名 

 5 名 

  7 名  7 名 

食品安全管理コース 

 食品有害微生物講習（入門） R3.3.2 
 

7 時間  10,000 円 30 名 
12 名 

 ( 1 名)* 

12 名 
－ － 

－ 

農業生産者コース 

 

GAP セミナー 第 1 回 

「GAP 概論」 
R2.12.15 3 時間 無料 30 名 

12 名 

( 2 名)* 

  12 名 
 － － 

 － 

GAP セミナー 第 2 回 

「総合的病害虫管理」 
R2.12.16 4.5 時間   5,000 円 30 名 

11 名 

 ( 1 名)* 

 11 名 
11 名 

11 名 

－ － 

GAP セミナー 第 3 回 

「HACCP 構築手法～畜産編～」 

R3.1.19～ 

R3.1.20 
6.5 時間×2 日 20,000 円 10 名 

 8 名 

 ( 1 名)* 

  8 名 
 7 名 

 7 名 

－ － 

農業経営者コース 

 

農業経営者セミナー 

「第 1 回 講師 竹川 博之 氏」 
R2.11.20 1.5 時間  3,000 円 40 名 

18 名 

 ( 2 名)* 

 18 名 

全 4 回参

加者を修

了認定と

し、4 名

が修了。 

 

 

 

  

4 名 

－ 

農業経営者セミナー 

「第 2 回 講師 外﨑 裕康 氏」 
R2.11.27 1.5 時間  3,000 円 40 名 

15 名 

 ( 2 名)* 

 15 名 

－ 

農業経営者セミナー 

「第 3 回 講師 藤井雄一郎 氏」 
R2.12.4 1.5 時間  3,000 円 40 名 

16 名 

 ( 2 名)* 

 11 名 － 

 

 

 

  5 名 

農業経営者セミナー 

「第 4 回 講師 澤浦 彰治 氏」 
R2.12.7 1.5 時間  3,000 円 40 名 

11 名 

( 6 名)* 

 11 名 

－ 

特別講習 

 

商品開発講座 

デザイン シンキング 

R2.5.29～ 

R2.6.5 
2 時間×3 日 無料 10 名  ７名 

  6 名 
－ 

 1 名 

AI 活用セミナー（入門編） R3.1.21 2.5 時間 無料 30 名 
38 名 

 ( 5 名)* 

 38 名 
－ 

－ 

SDGs を始めよう！  

R3.2.18 2 時間 無料 50 名 
24 名 

 ( 5 名)* 

 24 名 
－ 

－ 

 R3.2.22 2 時間 無料 25 名 
 9 名 

 ( 2 名)* 

  9 名 
－ 

－ 

報告会 

  令和 2 年度 報告会 R3.3.6 2.5 時間 － － 
16 名 

 ( 4 名)* 

12 名 
－ 

 4 名 

合 計 227 名 
200 名 

51 名 
35 名 

 27 名 16 名 

＊（ ）内の人数は帯広畜産大学および帯広市関係者の受講者数 

修了生フォローアップ 

 平成 30 年度修了生 個別対応 － － － 1 名 
1 名 

－ 
－ 

 令和 ２年度修了生 個別対応 － － － 3 名 
3 名 

－ 
－ 
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3.3％ 
大樹町 

上富良野町 
3.3％ 
芽室町 
4.1％ 

音更町 
4.1％ 
標茶町 
3.3％ 

帯広市 
58.8％ 

その他 
13.2％ 

足寄町 
3.3％ 

３.有料講習の分析 

 ・受講生参加企業・団体：50 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

資料 1.有料講習アンケート結果 

 ・各コースの満足度（対象者：各コース受講生 回答者数：コース名に併記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参加企業・団体の住所（延べ人数） 

(経営論) 16 名 

(企業戦略論) 10 名 

(IPM) 10 名 

(食品有害微生物講習)11 名 

(HACCP)  8 名 

(第 1 回) 14 名 

(第 2 回) 11 名 

(第 3 回) 13 名 

(第 4 回)  6 名 

中札内村 
3.3％ 

道外 
3.3％ 

参加企業・団体の業種（延べ人数） 



- 4 - 

 

資料２．修了生の活動状況（新聞記事および事務局に寄せられた情報より抜粋） 

＜事例１＞元陸別町地域おこし協力隊 種を育てる研究所（タネラボ） 日向 優（令和２年度修了生） 

・とかち財団支援事業を活用し、薬膳スープのテストマーケティングを実施。令和 3 年 2 月には「種を育

てる研究所（タネラボ）」を起業し、陸別町の町おこしに取り組んでいる。また、令和 3 年 1 月には陸

別町産高麗人参飴をリニューアルし、販売を開始している。 

 

＜事例２＞株式会社江戸屋 葛西 浩平（令和元年度・令和２年度修了生） 

開澤 晴菜（平成 25 年度修了生） 

・芽室町特産品種のジャガイモ「マチルダ」を材料とした新商品「じゃがいもザクザク」を販売。風味を

逃がさず食品を揚げられる「真空フライヤー」を使い、ほおばると優しい甘味が広がる商品を開発し

た。 

 

＜事例３＞合同会社十勝野リテール 月田 順子（平成 30 年度修了生） 

・十勝産のパンを中心に乳製品やスイーツなどを販売するマルシェ「Ｔｏｋａｃｈｉｋｕ（トカチク）」を

運営。マーケティングマネージャ―として、チーズやパンをペアリングした商品を提案している。  

 

＜事例４＞株式会社満寿屋商店 後藤 麻希（平成 30 年度修了） 

・十勝毎日新聞社の特集「わが社の誇り」のなかで、満寿屋商店の職員として紹介された。現在、販売管

理部次長として、十勝管内店舗の質の維持やイベント企画を担当し、各店の特色づくりに取り組んでい

る。 

 

＜事例５＞株式会社丸勝 牛膓 健司（平成 30 年度修了生） 

・「十勝ロイヤルマンガリッツァ豚」のブランド化の取り組みを進め、通販サイトを立ち上げた。「食べら

れる国宝」と呼ばれるマンガリッツァ豚の商品開発を進めている。 

  

＜事例６＞士幌町農業協同組合 國井 浩樹（平成 30 年度修了生） 

・十勝管内 24 農協の中で最年少の 48 歳で組合長に就任。「職員と組合員が一丸となって生産力の増進に

励み、より付加価値を上げていけば、500 億円の販売額も夢ではない」と未来を見据えている。 

 

＜事例７＞元浦幌町地域おこし協力隊 株式会社 ciokay 森 健太（平成 29 年度修了生） 

・町の花「ハマナス」を使った化粧品「rosa rugosa(ロサ・ルゴサ)」をふるさと納税の返礼品として提

供。2020 年 11 月に開設したクラウドファンディング型ふるさと納税では、返礼品に「まちなか農園」

での「ハマナス収穫イベント参加券」を用意し注目を集めている。 
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＜事例８＞ナカイチ・アジア・ビジネス 中村 真也（平成 29 年度修了生） 

・東日本大震災で事故があった福島第一原発近郊地域の経済復興を支援しようと現地の事業者と新会社

「福島 311」（本社福島県川内村）を設立する。生産者らの自立を想定した自社 EC サイトなどで福島産

品をネット販売する他、全国の災害過疎地も加え、ネットビジネスで起業する人のサポートにも取り組

む。 

 

＜事例 9＞料理家 栂安 信子（平成 27 年度修了生）  

・つがやす歯科医院などを運営する医療法人社団秀和会は、カフェと栄養ケア・ステーションを融合させ

た交流施設「つがハウス」をオープンした。Nobu キッチンカフェで提供する「免疫力をアップする食

事」で訪れる人の心と体を癒している。 

 

＜事例 10＞株式会社エイムカンパニー 佐藤 慎吾（平成 27 年度修了生） 

・十勝小麦の高級食パン「大地はドラムと優しい麦」を 9 月 20 日に開店させた。高級食パンの専門店と

してオープンさせ、今後も継続的に地場食材を支援していきたいと語っている。 

 

参考：  

しあわせチーズ工房 本間 幸雄（十勝アグリバイオ産業創出のための人材育成事業平成 20 年度修了生） 

・ジャパンチーズアワード 2020、グランプリを受賞。  
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資料 3．会議開催状況 

運営委員会 

第 1 回 令和 2 年 5 月 8 日（金）（書面会議） 

 １．議事 

議案第 1 号 令和元年度収支決算について 

２．令和 2 年度 年間予定（案）について 

 

第 2 回 令和 2 年 12 月 28 日（月）（書面会議） 

 １．議事 

講義内容の変更について 

共同事業計画書の変更について 

 

第 3回 令和3年 3月 23 日（火）（書面会議） 

 １．議事 

議案第 1号 令和２年度 事業報告について 

議案第 2号 令和3年度 事業計画（案）ついて 

 

事務局会議 

第 1 回 令和 2 年 4 月 20 日（月）（持ち回り）  

 議題：１．令和元年度 事業報告書について 

    ２．令和２年度 年間予定について 

    ３．ビジネスコース募集要項について 

 

第 2 回 令和２年 5 月 7 日（木）（持ち回り） 

 議題：１．特別講習『商品開発講座（デザイン シンキング）』の実施について 

 

第 3 回 令和 2 年 8 月 3 日（月）（持ち回り） 

 議題：１．ビジネスコース「企業戦略論」（応用編）募集要項について 

 

第 4 回 令和 2 年 8 月 28 日（金）（持ち回り） 

 議題：１． 修了生フォローアップ募集案内について 

 

第５回 令和２年 9 月 14 日（月）（持ち回り） 

 議題：１．修了生フォローアップについて  
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第６回 令和 2 年 10 月 21 日（水）15:00～16:00 

 議題：１．農業経営者セミナーの開催について 

    ２．フードバレーとかち人材育成事業「令和 2 年度報告会」について 

 

第７回 令和２年 11 月 16 日（月）（持ち回り） 

 議題：１．農業経営者コースの追加募集について  

    ２．農業生産者コースの実施について 

 

第 8 回 令和 2 年 12 月 1 日（火）（持ち回り） 

議題：１．共同事業計画書変更の提案について 

２．食品有害微生物講習（入門）の実施について 

３．特別講習 AI セミナーの実施について 

 

第 9 回 令和 3 年 2 月 1 日（月）10:30～11:30 

議題：１．修了生フォローアップの実施について 

２．フードバレーとかち人材育成事業「令和 2 年度報告会」について 

３．特別講習「SDGs を始めよう」の開催について 

 

第 10 回 令和 3 年 3 月 15 日（月）（持ち回り） 

議題：１．令和２年度 事業報告書（概要版）について 

２．令和３年度 共同事業計画書について 


